
11 ⽉ 17 ⽇（⾦）総合的な学習の時間  

  

学びのテーマ︓⼈の仕事と背後にあるものを調べてみよう 
  

1. 起業シミュレーション︓ひな社⻑の挑戦①   

①②の活動が重要です。  

1 パワポのスライドを⾒ながら、物語の設定を理解する。  

2 「1-1 資料」を読み、虹が崎市について知る。  

3 班で「1-2 事業計画書」を書く。  

4 ③の計画書を班ごとに発表する。  

 

配布物︓  

・全員に「1-1 虹が崎市資料」（９ページ）⇨総合ファイルにとじる  

・各班に「1-2 事業計画書」（両⾯１ページ）⇨11/17 担任に提出  

※2/21（⽔）５限ワークライフバランスをテーマにした授業と同じように以下のように各クラス６班つくってください。  

１組︓６⼈×５班＋７⼈×１班  

２組︓６⼈×４班＋７⼈×２班  

３組︓６⼈×５班＋７⼈×２班  

４組︓６⼈×６班  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  



12 ⽉ 1 ⽇（⾦）総合的な学習の時間  

  

学びのテーマ︓⼈の仕事と背後にあるものを調べてみよう 
  

◆ 起業シミュレーション︓ひな社⻑の挑戦② ◆  

  

1 前回の「1-2 事業計画書」振り返りを各班もしくはクラス全体で⾏う。  

2 パワポのスライドを⾒ながら、物語の設定（天漁社の活動状況）を理解する。  

3 「2-1 資料」を読み、以下の点を確認する。  

・観光漁業ツアーを始めるためには多くの協⼒が必要なこと 

・協⼒を得るためには天漁社以外の⼈に交渉する必要があること 

・交渉に役⽴つ４つのポイントがあること  

4 「2-2 資料」を読み、交渉相⼿３⼈（⿂住さん、元気さん、和⽉さん）に協⼒してもらうための交渉内容を考え、メールを

作成することが⽬的であることを確認する。  

※次回メール作成に取り組みます。また、前回の「1-1 資料」も今回の設定及びメール作成に向けての資料です。  

  
 
 
 
  

   

配布物︓  

・全員に「2-1 資料」「2-2 資料」⇨総合ファイルにとじる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



12 ⽉ 13 ⽇（⾦）総合的な学習の時間  

  

学びのテーマ︓⼈の仕事と背後にあるものを調べてみよう 

  

◆ 起業シミュレーション︓ひな社⻑の挑戦③ ◆  

  

1 前回の振り返りをパワポのスライドを⾒ながら⾏う。  

2 前回配布の「2-2 資料」を読み、交渉相⼿３⼈（⿂住さん、元気さん、和⽉さん）に協⼒してもらうための交渉内容を考

え、メールを作成する。  

  交渉相⼿を１⼈選んで各⾃メール作成します。交渉相⼿のメール作成シートは、Classi で配信するので、⾃分の交渉相

⼿１⼈を選んでタブレットのデスクトップに保存させてください。次回は班での活動になりますので、必ず⾃分の作ったメールは

保存することを確認ください。  

  
 
 
 
 
 
 
  

※上記の「メール作成シート」を Classi で配信します。  

  

配布物︓  

・全員に「2-3 メール作成シート」⾒本⇨総合ファイルにとじる  

・Classi で「メール作成シート」配信⇨各⾃のタブレット（デスクトップ）に保存  

  
 

 

 

 

 

 

 

  



1 ⽉ 12 ⽇（⾦）総合的な学習の時間  

  

学びのテーマ︓⼈の仕事と背後にあるものを調べてみよう 
  

◆ 起業シミュレーション︓ひな社⻑の挑戦④ ◆  

  

1/12（⾦）は、⾃分の作成したメールを班の中で発表する活動からになります。  

時間があれば、クラスでも発表の時間を設定ください。  

1/12 までに、12/13 に取り組んだ以下の総合の内容を確認ください。  

  

・ 交渉相⼿として１⼈選んで各⾃メール作成し、タブレットのデスクトップに保存しているか。終わってい

なければ完成させて 12 ⽇の発表を⾏う。  

なお、交渉相⼿のメール作成シートは Classi で配信済み。  

   

  
  

  

※次回 1/19（⾦）のミッションは、「天漁社の事業拡⼤を⽬指して、融資を獲得するために創業計画書をつくろう︕」です。エク

セルの表に単価や⼈数などを⼊⼒します。  

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

1 ⽉ 19 ⽇（⾦）総合的な学習の時間  

  

学びのテーマ︓⼈の仕事と背後にあるものを調べてみよう 
  

◆ 起業シミュレーション︓ひな社⻑の挑戦⑤ ◆  

今回のミッションは、「天漁社の事業拡⼤を⽬指して、融資を獲得するために創業計画書をつくろう︕」です。エクセルの表に単価

や⼈数などを⼊⼒します。先⽣⽤フォルダに創業計画書の回答例がありますのでご参照ください。  

  

 

 

 

 

 

 

  

※上記の「創業計画書_⽣徒⽤」を 1/19（⾦）12:30 Classi で配信します。   

  

◆ Classi 配信の「創業計画書_⽣徒⽤」には、【収⽀の⾒通し表の作成・３ステップ】【練習したいときに使ってね】【原本】【１】

の４つのシートがあり、⼊⼒は【１】のシートになります。  

◆ 【収⽀の⾒通し表の作成・３ステップ】を⾒ながら練習⽤の【練習したいときに使ってね】で⼊⼒練習をし、【１】に⼊⼒後デスク

トップに各⾃保存です。  

  

  

配布物︓  

・全員に「(3-1)メール」「(3-2)メール」⇨総合ファイルにとじる  

・Classi で「創業計画書_⽣徒⽤」配信⇨各⾃のタブレット（デスクトップ）に保存  

  

  

 

 

 

 

  



2 ⽉ 16 ⽇（⾦）総合的な学習の時間  
  

学びのテーマ︓⼈の仕事と背後にあるものを調べてみよう 
  

 

 

 

 

1. 事前学習動画  
● アクセンチュア会社及びその事業について紹介する事前学習動画をみて、会社に「部署」というものが
あることを知る。（10分程度） 

 

 

 

 

 

 

2. 2/21（⽔）5限ワークライフバランスについての出前授業「ゆら社⻑のジレンマ」の班決め（各クラス６班）・各部署の部⻑ 

（リーダー）決め・⼊⼒ 

 

 

 

 

● 班構成は以下の６つの部署に分かれての話し合い活動になります。 

1 経営企画部  ※ ５部署を統括するので、議論や意思決定が最も難しい部署  

2 財務部      ※ 電卓 or 電卓機能のある端末を、財務部の⼈数分⽤意  

3 ⼈事部  

4 旅⾏事業部  

5 地域貢献部  

6 営業・宣伝部  
● 各部署の部長を務めるリーダーを決める。  

 

3. 前回 1/19（⾦）の「創業計画書_⽣徒⽤」が終わっていなければ完成させ、各⾃のタブレット（デスクトップ）に保存する。  

2/21（⽔）５・６限に「ワークライフバランス」をテーマに講師をむかえての出前授業  

「ゆら社⻑のジレンマ」があることを伝えた後に、本⽇の活動１〜３を⾏ってください。  

なお、「ゆら社⻑のジレンマ」は⽣徒が架空の授業で働き、協⼒して会社の課題を解決する活動となっており、 

「ひな社⻑の挑戦」ともつながっています。   
  

  

 

１組：６人×５班＋７人×１班 
２組：６人×４班＋７人×１班 
３組：６人×５班＋７人×１班 
４組：６人×６班 

どの部署を６⼈（７⼈）にするかは⾃由です。 

←の構成で班決めをして⼊⼒ください。 



 

 


